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尚徳福祉会 とちょう保育園 

 

まだまだ残暑厳しい日々が続いていますが、それでも朝晩はいくらか 

涼しくなり、虫の声に秋の気配も感じられるようになりました。 

この夏、子ども達はシャワーや水遊びを存分に楽しみ、暑さに負けず元気 

いっぱいでした。体も心も大きく成長して、表情も豊かになりました。 

これからも体調管理に気をつけながら、快適に過ごしていきたいと思います。 

 

 

重ねカップ、楽しい！！ 

子ども達は重ねカップを手に取り、手先を使って 

面白そうに遊んでいます。 

大きいカップの中に小さいカップが入るかな？小さいカッ

プの中に大きいカップはどうかな？いろいろ試しながら、 

遊びのバリエーションを増やしています。 

カップを高く重ねて倒してみたり、クルクルとコマのよう

に回してみたり、トントンと楽器のように鳴らしてみたり。 

保育士が飲み物の入ったコップに見立てて、「かんぱい！ 

ゴクゴク、おいしいね！ どうぞ」と渡すと、子ども達も真

似して「どうぞ」と、お友達に嬉しそうに、何度もごちそ

うして、遊んでいました。 

なんとも微笑ましいやりとりです。 

 

９月の保育目標 

・夏の疲れを癒して、休息をとりながら安定した生活リズムの中

で快適に過ごす。 

～季節の変わり目は疲れやすいので、落ち着いた空間で、 

一人ひとりのペースでゆったりと過ごせるようにします。～ 

・興味のあるもので遊ぶ中で、探索活動や模倣遊びを楽しむ。 

～興味ある玩具で工夫して一緒に関わっていきます。～ 

気持ちいい水遊び！！ 

 ８月、ひよこ組のお友達はホールでたくさん体を動かした後、 

シャワー浴をしたり、清拭をしました。 

 初めてのシャワーに、びっくりして泣いていた子も何回か行ううちに、 

カップやじょうろなどのおもちゃを触って笑顔でお湯を浴び、 

汗を流しました。シャワー浴に慣れた頃、高月齢のお友達は水遊びも行い

ました。 

ベビータライにお水をはって、その中に、お魚やじょうろ、ボール、貝殻

などのおもちゃをたくさん入れています。子ども達は、お水の中に手を入

れておもちゃをつかんだり、じょうろから落ちる水に手を伸ばしたり、 

氷を触って冷たさを感じたりして、さまざまな感触を味わい楽しみました。 

楽しい夏の季節の遊びのご紹介でした。 

 

 

 

 


